
バーゼル問題の簡単な解法
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バーゼル問題（平方数の逆数和を問う問題）の解
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の簡単で初等的な証明を示す．

［証明］三角関数の基本的性質より，
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が成り立ち，この 2式を繰り返し用いると，
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が得られる．ここで θk = πk/2n+1 (k = 1, 2, · · · , 2n − 1)と置くと sin θk < θk < tan θkから，

1

sin2 θk
>

1

θ2k
>

1

tan2 θk
=

1

sin2 θk
− 1

が成り立ち，この不等式を k = 1から 2n − 1まで足し合わせ 1/4n倍すると，
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が得られる．そして n → ∞とすると 2
3·4n → 0, 2n−1

4n → 0だから (1)式が成り立つ．

この証明は，[1]と [2]の改良版に相当する．
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